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1. はじめに 

喉の機能は嚥下（エネルギー摂取のために食べ物を

飲み込む）、呼吸（酸素を肺に取り入れ二酸化炭素を

排出する）、発声（他者とコミュニケーションをする）と極

めて重要である。加齢等による喉の衰えを発話から早

期に推定できれば、可逆的に対応できる[1]。本報告で

は、独自開発の音声セグメント[2]を用いて求めたパラメ

ータから喉の衰えを推定する試みについて述べる。 

2. データと分析結果 

実験データには、20 代～50 代の話者が発話した日

本音響学会新聞記事読み上げ記事コーパス（以下、 

JNAS）と、60代以上の高齢者が発話した新聞記事読み

上げ高齢者音声コーパス（以下、 S-JNAS）を用いた。

ここでは音素バランス文の最初の「あらゆる現実をすべ

て自分の方へ捻じ曲げたのだ」を用いた。JNAS は男性

15名と女性 16名、S-JNASは男性 25名と女性 28名で

ある。各データを聴取し、明瞭度を５段階で評価した。 

有声音長はアルファベット 2文字で示される音声セグ

メントラベルに有声を示す文字を含むフレームの数とし

た。その部分の F0の分散が有声音部の F0分散である。

分散とは隣り合ったフレームでの F0の差を２乗して足し

合わせた値である。F0 変化幅は F0 の最大値から最小

値を引いた値であり文全体での抑揚の大きさを示す。 

母音定常部は音声セグメントが AA,II,UU,EE,OO となり、

安定した母音とみなせる部分である。音声区間長は音

声パワーの最大値の５％より大きい場合を音声区間とし

たフレーム数である。妥当セグメント比率は文中で出現

しうる音声セグメントをあらかじめ設定して、その音声セ

グメントが現れたフレーム数の、音声区間長に対する割

合である。妥当セグメントポイントとは、各モーラを構成

する音声セグメントの組合せをあらかじめ設定し、その

ラベルの組合せがいずれかのモーラで比率０．４以上 

表 1 各パラメータと明瞭度との相関係数 （JNASについて） 

 

 

表 2 各パラメータと明瞭度との相関係数 （S-JNASについて） 

 

の場合をポイントとして足し合わせた値である。 

表１と表２に各パラメータと明瞭度との相関係数を示

す。JNAS、S-JNAS 共に比較的高い相関係数を得られ

た有声音部のF0分散と妥当セグメントポイントについて

各データごとプロットし、それぞれ図 1、図 2に示す。 

図１では明瞭度５の有声音部の F0分散は 7000以下

にすべて納まっているが、明瞭度 1ではほぼ 10000以

上である。図 2では明瞭度５の妥当セグメントポイントは

すべて 7を超えているが、明瞭度 1では、ほぼ 7以下と

なっている。しかし、S-JNASでは例外となる値もあり ID

を付記して確認すると、混同しているデータも他方のパ

ラメータでは区別できていた。 
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図 1 明瞭度と有声音部の F0分散の分布 
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図 2 明瞭度と妥当セグメントポイントの分布 

5. まとめ 

喉の衰えと考えられる声のかすれなどによって、明瞭

度が低くなる発話について、音声セグメントを用いて求

めた有声音部の F0 分散や妥当セグメントポイントから

推定できる可能性が得られた。 
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